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足羽川河川環境整備検討会足羽川河川環境整備検討会
第４回第４回

福福 井井 県県
平成平成1818年年33月月1616日日

 

○○検討会に寄せられた意見（福井市）検討会に寄せられた意見（福井市）

・河川敷、堤防法面は足羽川在来の自
然植生の生育場とすることを原則とし
ています。
・大型バスの駐車場新設などの整備は、
整備の進捗状況等を踏まえ、住民、各
種団体、福井市等と協議します。

○○その他その他
・河川敷・堤防法面の花壇化
・大型バス等の駐車場
・電気、上下水道、トイレなどのイベントインフラの
整備

花月橋～九十九橋をイベント利用を兼
ねたオープンスペースとして整備しま
す。
九十九橋上流左岸船着場付近をミニイ
ベントができる広場として整備し、平
常時も訪れた人々が憩えるようにしま
す。

○○イベント広場についてイベント広場について
・イベント広場は九十九橋～花月橋間の高水敷幅の広
い場所としたほうが有効利用できる。
・イベント広場の対面の堤防の裏面を階段状の護岸と
し、観覧席として利用したり、通常は、若者カップル
や散策者の休憩ゾーンとして利用。
・右岸から桜並木全体や足羽山を眺望できるような護
岸、河川敷の環境づくり。

堤防天端は地域の人々が安心して、心
地よく散策していただけるように落ち
着きが感じられるよう色合いや素材に
設計の段階で検討します。

○○堤防遊歩道について堤防遊歩道について
・歩いて、歴史や文化の雰囲気が感じられるような風
情のある舗装化。

低水路法線見直しによる高水敷面積の
縮小幅は最小限としています。当該区
間は砂州が形成される区間であり、砂
州上も二次利用が可能であるので、設
計の段階で検討します。

○○芝生自由広場・花火打ち上げ場所周辺について芝生自由広場・花火打ち上げ場所周辺について

・木田橋上流右岸の高水敷が現況より小さくなるが、
縮小を最小限に。水辺に「花火浅敷」などを仮設する
など二次利用が可能な整備。

対応意見
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再度災害防止という観点から、治水上の安全
性確保のために事業を進めていますが、その
中で、河川環境、水辺空間利用などによる地域
振興の可能性について検討しています。

景観・環境よりも堤防強化など、100年の計
を立てるべき。

再度災害防止の観点から、早急に改修を実施
する必要があります。このため、在来植生群落
をできるだけ存置し、工事による踏み荒し部分
をできるだけ少なくするなどして、既存の自然
環境に配慮し、早期の復元に努めます。

工事の進捗を見る限り、河川環境を保全す
る工法とは程遠い。河畔林の管理に関して
も、河畔林の特性を無視した皆伐に近い工
法で、災害復旧に名を借りた河川改修突貫
工事である。

計算シミュレーションでは、影響はほとんどあり
ませんが、モニタリングを行っていきます。

塩水の溯上はどうなるのか。

河床掘削、堤防の強化、橋梁の架替などを行
います。

激特事業は、５年間でどこまで進めるのか｡

九頭竜川流域委員会で議論しています。足羽川にバイパスをつくるなどして、市街地
に流さないようにしてはどうか。

対応意見

（治水・改修工事に関するご意見）

●住民等の方々からの主なご意見等（福井県ホームページ、住民説
明会等）

（桜堤に関するご意見）

多種類の桜の植栽。桜以外のシーズン、四季
を通じて楽しめるような植生（もみじや草木な
ど）の植栽。

川側を住民の憩いの場としてブロックで観覧席
のように、住宅地側を子どもの安全を考えて芝
生にできないか。

道路は５ｍで十分。一方通行でもよい。

桜は一列でも構わない。

せっかく今まで広げてきた道路を、なぜ今にな
って縮小するのか。

治水上の安全性確保しながら、桜堤も保
全していくという方針で検討しています。
沿川の住民の方々のご意見もお聞きしな
がら、検討会で議論しています。
今後も、住民の方がと十分話し合いなが
ら、進めていきたいと考えています。

道路を狭くすること絶対考えてほしくない。

2.2kmの桜のトンネルを上流へも下流へも延ば
していきたい。
→市民と企業による植樹運動の促進。桜基金
の設置。桜の里親制度。

限られた予算の中では、事業を行う限界も
あります。桜の管理に関しては、市民の協
力が必要不可欠と考えておりますので、皆
さんの積極的な参加をお待ちしております。

県も市も金がないのだから、桜に多額の金を使
うべきではない。

桜堤については、安全第一であるが、景観と両
立してほしい｡

市民の安全を確保することを最優先に考え
ていますが、河川環境や景観への配慮も
重要です。この点に関しては、検討会にお
いて議論をいただいています。

安心安全が第一であり、堤防の強化をすべきで
ある。

対応意見
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（自然環境に関するご意見）

・低水護岸の覆土等による自然植生を図ること。

・水際には変化をつけて、多様な生き物の生態空
間の創出を図ること。

・河道掘削によりワンドを創出し、多様な水生生
物の生息を促すこと。

・低水敷の水際に群生している樹木及び草本類
は残すよう配慮し、必要に応じて水制的作用のあ
る凹凸伐採を行うこと。

・急激な環境の変化を避けるため、対岸の伐採に
とどめること。伐採された植生環境が十分回復し
た後に対岸の伐採を考慮すること。

・河畔林や河川植物による河川自浄作用を効果
的に引きだすよう河川管理を行うこと。

・コンクリート護岸を露出せず、この上に土盛り等
を行い、水辺植生の再生を図ること。

河川敷にワンドを創設して、野鳥の休息場となる
湿地のある水辺空間を造ること。

これらの意見は、検討会の提言の基本
方針にできるかぎり反映しております。
具体的には低水護岸に多自然型護岸を
採用し、水際の多様化、多孔質化を図り、
メダカなどの小型魚や稚仔魚の生息場を
復元します。また、表土を仮置きして再度、
覆土することで、埋土種子による湿地性
植物の早期復元を図ります。
また、水裏など自然に土砂が堆積しや
すい箇所にワンドを設置し、水際植物の
生育場、止水性魚類の生息場、サギ類な
ど鳥類の生息場を復元再生を目指します。

・水質浄化に力を注いで、魚が沢山生息する豊か
な川。

対応意見

（水辺空間利用に関するご意見）

カヌー乗降場の整備（車いすでも使用可能な、水際までのスロ
ープ・階段など）

屋根付バーベキューサイトの設置

中高齢者を含めた市民のためのウォーキング用歩行環境の整
備（衝撃の少ない歩行面、緩やかな斜面のある歩行路など）

堤に自生する「野草マップ」の作成

水越左岸上流「鴨渡公園」と水辺環境及び河川敷の一体的整備。

いただいた意見を検討会に提示
して、議論していただいています。
できるだけ提言に盛り込めるよう
に考えています。
また、提言に盛り込めない場合
でも、住民の方々、各種団体、
福井市などと、今後も協議して
いきたいと考えています。

幸橋から新明里橋の左岸高水敷に春の小川をイメージしたせせ
らぎ水路を造る。

観光用の大型バス駐車場の整備。

駐車場の整備を是非お願いしたい。

イベントをするにも電源・水道・トイレなどの仮設に予算がかかり
すぎる。常設の設備の設置。

カップルを呼べるような取組みが必要。YOSAKOIイッチョライの
踊り練習スペースがほしい。

足羽河原に子どもたちが遊べる浅瀬を確保してもらいたい。

水辺空間の利用について、左右岸の河川敷についても市民、観
光客が散策等に利用しやすいように考慮してほしい。

いただいた意見を検討会に提示
して、議論していただいています。
できるだけ提言に盛り込めるよう
に考えています。
また、提言に盛り込めない場合
でも、住民の方々、各種団体、
福井市などと、今後も協議して
いきたいと考えています。

日常的に県民が川や河川敷を活用できるように散策や食事を
愉しんだり、健康運動スペースやカヌーなどの活動スペースとし
て整備してほしい。

対応意見
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足羽川足羽川河川環境整備計画河川環境整備計画

●自然環境に関する課題

河床掘削（流下能力向上）河床掘削（流下能力向上）

堤防の質的強化（浸透）堤防の質的強化（浸透）

現況河道の
河積不足

現況河道の
河積不足

越水・破堤越水・破堤

●●河川環境整備に関する課題河川環境整備に関する課題、目標、方策、目標、方策

既往の自然環境
の保全

既往の自然環境
の保全

塩水遡上の可能性塩水遡上の可能性

堤防の質的強化
と桜堤の保全

堤防の質的強化
と桜堤の保全

桜の寿命桜の寿命

桜堤・水辺回
廊などの親水
空間と市街地
が一帯となっ
た整備

桜堤・水辺回
廊などの親水
空間と市街地
が一帯となっ
た整備

景観景観

地域
振興

地域
振興

足羽川洪水災害
調査対策検討会

足羽川河川
激甚災害対策
特別緊急事業

足
羽
川
河
川
環
境
整
備
検
討
会

●桜堤の課題

●水辺空間利用の課題

●治水上の課題

既往の自然環境
の保全方策

既往の自然環境
の保全方策

塩水遡上影響評価塩水遡上影響評価

桜堤保全方策桜堤保全方策

移植方法・移植計画移植方法・移植計画

水辺空間整備のための
利活用方策の検討

水辺空間整備のための
利活用方策の検討

●目標

自然と生き物に
やさしい川づくり

自然と生き物に
やさしい川づくり

●目標 ●方策

●目標

歴史・文化などの
「時の流れ」を
「桜と水の流れ」
で紡ぐ川づくり

歴史・文化などの
「時の流れ」を
「桜と水の流れ」
で紡ぐ川づくり

●方策

川の自然と利用が
調和した川づくり

川の自然と利用が
調和した川づくり

●目標 ●方策
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足羽山、越前福井の歴史文化を
紡ぎ織り上げる 足羽の川づくり

足羽山、越前福井の歴史文化を
紡ぎ織り上げる 足羽の川づくり

(1)足羽川流域内の住民の命と生活を守る安全安心な川づくり（治水、安全）

(2)自然と生き物にやさしい川づくり（自然環境）

(3)川の自然と利用、河川と地域が調和した川づくり（利活用）

(4)歴史・文化などの「時の流れ」を「桜と水の流れ」で紡ぐ水辺空間・景観づくり
（桜並木、地域融合）

●●基本方針基本方針

全体イメージ

●●基本方針基本方針

●●自然環境の保全方策自然環境の保全方策

(1)(1)水域・水際環境の保全方策水域・水際環境の保全方策

砂州が形成されやすい水裏部等では、表土覆土等による在来植生の早期復元に
努める。
低水護岸については極力、自然的素材（石材、木材、植生など）を用いた工法を採
用することとし、水際環境の多様性に配慮する。

大
瀬
橋

水
越
橋

新
明
里
橋

花
月
橋

九
十
九
橋

桜
橋

幸
橋

泉
橋

Ｊ
Ｒ
橋

木
田
橋

板
垣
橋

水流による水衝部と水裏部とが明確に現れるなど、
砂州の形成とともに、洪水による攪乱、水位変動な
どのダイナミズムといった河川特有の環境条件を有
する。

日野川水位の影響を受ける区間で、平常時（ほ
ぼ通年）における平均水深は1.5m程度であり、低
水路の蛇行は激しくない。

水制工の設置

水制工の設置
（ﾜﾝﾄﾞ化）

自然の営力による砂州の形成
稚仔魚や止水性の遊泳力の小さい
魚類の生息できる緩やかな流水環境
や湿性植物が生育する浅場が形成
される環境に配慮

掘削表土を河岸に覆土
→水際の湿生植物の復元
や緩やかな流水環境の創
出など、早期復元を促すよ
う配慮

ワンドの形成
木田橋上流の右岸湾曲部は、大規模
な低水路前出し区間となることから、
水制工等の設置により、自然にワンド
等が形成されるよう配慮

魚類の生息に対する塩水遡上の
影響はないものと判断（シミュレ
ーション結果）。
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●●低水護岸工法の選定低水護岸工法の選定（九十九橋上流区間）（九十九橋上流区間）

捨石護岸（矢板護岸区間）

連接ブロック（自然石）

連接ブロック（石垣風） 自然石粗朶柵工

水制工設置周辺区間 ワンド（止水域）化

連接ブロック（自然石） 自然石粗朶柵工

護岸なし

水衝部
水衝部

水衝部

水衝部

水衝部

水裏部

水衝部

桜
橋

新
幸
橋

泉
橋

木
田
橋

板
垣
橋

九
十
九
橋

荒川合流部

合流部のみ合流点処理

低水路前出し区間

水制工により対処

水裏部等での対処方法

護岸なし

河岸に覆土するなどし、自然の営力によって砂
州が堆積し、稚仔魚や止水性の遊泳力の小さい
魚類の生息できる緩やかな流水環境や湿性植物
が生育する浅場が形成される環境に配慮

現存する在来の自然環境を保全することはもとより、河川改修に伴う河川敷の攪乱による外
来種の進入を防ぎ、できるかぎり良好な自然環境に近づけるよう自然の再生に努める。
河川敷に整備する散策路、広場等については、その周辺自然地の保全に努めることとし、水
域からの連続したエコトーン（生態系の推移帯）の形成に配慮する。

((22))高水敷等での自然環境の保全方策高水敷等での自然環境の保全方策

 

大
瀬
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水
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明
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月
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九
十
九
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桜
橋 幸

橋 泉
橋 

Ｊ
Ｒ
橋 

木
田
橋 

大瀬橋下流左岸(高水敷) 
オギを主体とした草地があり、カヤネズミ

やオオヨシキリの繁殖場となる。オギなど

の草地が早期に復元されるような配慮が

必要 

大瀬橋～水越橋(中州) 
鋼矢板設置により人工的

に形成された中州は河床

掘削により消失。利用生物

の生息場の代償地が必要 

花月橋下流左岸(水際) 
水際には湿地性植物が生育。これら湿

地性植物の生育場の創出が必要。 
また、水際は水深が浅く遊泳力の弱い

魚類の生息 
場となること 
から、緩やか 
な流水環境の 
保全が必要 

荒川合流点上流左岸(水際) 
植生が発達したワンド形状で、湿地性植物などが生育すること

から、これら湿地性植物の生育場の創出が必要。また、ワンド

に生育している魚類、その魚類を 
補食しているサギ類が確 
認されることから、緩やか 
な流水環境の保全が必要 

ＪＲ橋上流右岸(水際) 
洪水時の荒川の排水路で、普段はワ

ンド状となっており、ヤナギ・ヨシ

などが生育し、カワセミの採餌場と

なる。生物生息・生育場としての機

能の復元・創出が必要 
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●●桜堤堤防案の検討桜堤堤防案の検討

トンネル状案

1列植樹案

現況堤防の川裏側を拡幅し、桜木を千鳥配置で植樹する案
(メリット)
・桜のトンネルを極力再現
・堤防の安定性確保
（デメリット）
・用地の不足する区間では用地補償の問題

現況堤防の川裏側を拡幅し、桜木を1列に植樹する案
(メリット)
・堤防の安定性確保
（デメリット）
・桜木の植樹は1列のため、景観は現状より劣る
・道路幅員を狭めたり、用地の提供が必要（ただしトンネ
ル状案ほど必要ない）

堤防定規内に桜根が入らない案の採用

３Ｄイメージによる桜堤景観の比較３Ｄイメージによる桜堤景観の比較

現況

改修後：トンネル状案

改修後：1列植樹案
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3Dイメージによる沿道の状
況比較

現況

計画

3Dイメージによる沿道の比
較

現況

計画（緑化ブロックの場合） 計画（緑化ブロックにシバザクラ
を植栽した場合）
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●●擁壁の圧迫感を低減する方策擁壁の圧迫感を低減する方策

側帯を２段にすることで、圧迫感を低減。

圧迫感を感じない仰角
15～20°以下に抑える

将来的な植替えを考慮し、最小
必要間隔9ｍで移植する

側帯幅に余裕のある箇所では、
多段の植栽等、桜の見せ方に
変化をもたせる

側帯擁壁を緑化する

※イメージ例の実現には、市や市民の

皆さんのご理解とご協力が必要

3Dイメージによる桜堤景観
（圧迫感軽減策）
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現況桜の樹齢は50年目。→一挙に寿命を迎える。

・永続的に桜堤を絶やさないためにも若木を混植。

・人間社会と同様に、様々な年齢の桜が混在する姿。

・幼木の配置については、植栽直後の景観に配慮。

10m
8.5m

3m

7m

10年 5年20年 15年

●●様々な樹齢の桜を植栽する、永続的・多層的な様々な樹齢の桜を植栽する、永続的・多層的な
桜堤の提案（多層性）桜堤の提案（多層性）

成木のみの場合

若木植栽

3Dイメージによる桜堤景観
（多層性）
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成木のみの場合

若木植栽

3Dイメージによる桜堤景観
（多層性）

成木のみの場合

若木植栽

3Dイメージによる桜堤景観
（多層性）



12

強い高木５弁濃紅色下旬オオヤマザクラ

強い中木だれ半八重濃紅色上旬ヤエベニシダレ

中低木八重白下旬センリコウ

中中木八重ピンク下旬ショウゲツ

強い中木八重紅紫色下旬カンザン

強い中木八重黄色下旬ウコン

強い中木八重ピンク下旬イチヨウ

強い中木
５弁重
弁

ピンク中旬アリアケ

強い高木５弁白又は淡紅上旬エドヒガン

強い高木５弁白上旬ソメイヨシノ

樹勢樹形花形花色開花期（４月）品種名

●●様々な種類の桜を植栽する多様な桜堤の提案（多様性）様々な種類の桜を植栽する多様な桜堤の提案（多様性）

桜堤全体を見渡したとき、見栄え
はやや劣る

開花期の異なる樹種を選定する
ことにより、長い期間、花見が楽
しめる

一定区間毎に植樹

一斉に開花しないことから、見栄
えは劣る

開花期の異なる樹種を選定する
ことにより、長い期間、桜のアー
チが楽しめる

交互に植樹
他
樹
種
混
栽

一斉に咲き、散るため、花の見頃
時期が短い

一斉の開花時は見栄えよしソメイヨシノのみ

デメリットメリット

アマギヨシノ

エド

カンザン

ヤエベニシダレ

ミカドヨシノ モリオカシダレ

コケシミズ サノザクラ

ウコン

コマツナギ
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ソメイヨシノのみの場合

エドヒガン、オオシマザクラ
を混植した場合

3Dイメージによる桜堤景観
（多様性）

ソメイヨシノのみの場合

エドヒガン、オオシマザクラ
を混植した場合

3Dイメージによる桜堤景観
（多様性）
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ソメイヨシノのみの場合

エドヒガン、オオシマザクラ
を混植した場合

3Dイメージによる桜堤景観
（多様性）

日

野

川

水

越

橋

九

十

九

橋

板

垣

橋

Ｊ

Ｒ

橋

河川空間特性、土地利用形態を踏まえ、検討対象範囲であり日野川合流から板垣橋
の区間を３区分した。各ゾーンにおいて特色ある整備テーマ、整備メニュー設定。

河川空間特性、土地利用形態を踏まえ、検討対象範囲であり日野川合流から板垣橋
の区間を３区分した。各ゾーンにおいて特色ある整備テーマ、整備メニュー設定。

住宅地域

商業地域

工業地域

緑地・公園

公共施設

花
月
橋

北
陸
本
線
橋

日野川合流点(0.0k付近）
～花月橋（2.7k付近）

日野川合流点(0.0k付近）
～花月橋（2.7k付近）

花月橋（2.7k付近）～JR北陸本線橋（4.2k付近）花月橋（2.7k付近）～JR北陸本線橋（4.2k付近）

JR北陸本線橋（4.2k付近）～板垣橋JR北陸本線橋（4.2k付近）～板垣橋

ゾーン名ゾーン名

四季を楽しむふれあいゾーン四季を楽しむふれあいゾーンゾーン名ゾーン名

歴史・文化を感じる憩いの水辺ゾーン歴史・文化を感じる憩いの水辺ゾーン

ゾーン名ゾーン名 水辺の体験ゾーン水辺の体験ゾーン

●●水辺空間の利用水辺空間の利用
((11))ゾーニングゾーニング
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((22))ゾーニングゾーニング特性図特性図

←下　流 上　流→
0.2 0.4 0.6 0.8 1.2 1.4 1.6 1.8 2.2 2.4 2.6 2.8 3.2 3.4 3.6 3.8 4.2 4.4 4.6 4.8 5.2 5.4 5.6 5.8

沿川特性

0.0

右岸

平常時平均水深

自然環境特性

河川利用特性

沿川特性

河道特性

ゾーン
特性

ゾーニング

1.0 2.0

足羽川
略　図

ゾーニング

右岸

ゾーン
特性

平常時平均水深

河道特性

距離標（km） 3.0 4.0 5.0 6.0

自然環境特性

河川利用特性

１～2m 50cm程度

１～2m 50cm程度

四季を楽しむふれあいゾーン

水制設置箇所（ワンド化）

河川利用は少ない（春：菜の花） 堤防散策空間（歴史の小径）

農地 住宅地域 工業地域
住居
地域 商業地域 工業地

域

住居地域 工業地域 住居地域

・激特事業において施工性の配慮から矢板護岸を設置する区間
・矢板護岸前面に水中施工可能な捨石等の護岸を施し、水際の多様性、多孔質化に配慮する。
・捨石を水制工のように配置するなど工夫して、土砂堆積や水際の多様性を創出する。

・日野川水位の影響を受けない区間で、現状の河岸植生状況を考慮し、ヤ
ナギ類等を使用した植生と木材、石材を組み合わせた自然石粗朶柵工など
の採用が適している。
水衝部にお は 強度的に強固な連接ブ ク（自然石）などの 法が

新
明
星
橋

大
瀬
橋

水
越
橋

花
月
橋

九
十
九
橋

桜
橋

幸
橋

泉
橋

北
陸
本
線

木
田
橋

板
垣
橋荒

川

野球グラウンド、ﾃﾆｽｺｰﾄ等

河川敷にはオギ群落等の草本系植物が比較的多い 水際にはヨシ、湿性植物が繁茂 浅瀬は、水鳥などの貴重な休息地

農地 住居地域 商業地域 住居
地域 工業地域

住居
地域 工業地域

水辺の体験ゾーン

堤防上は足羽山をﾗﾝﾄﾞﾏｰｸとした開けた眺望空間、新明
里橋から水越橋付近は、「菜の花ﾛｰﾄﾞ」と親しまれる。

水辺体験を目的としたレクリエーショ
ン活動の場として利用可能

水際にはヨシ、湿性植物が繁茂 木田橋上流　ﾀｺﾉｱｼなど希少種も生息

四季を楽しむふれあいゾーン
歴史・文化を感じる憩いの水
辺ゾーン

水辺の体験ゾーン

桜並木の散策空間、市民のｼﾝﾎﾞ
ﾙ的空間、 「春まつり」をはじめと
した各種ｲﾍﾞﾝﾄ花月橋～幸橋）

平常時（ほぼ通年）における平均水深は1.5m程度、低水路の蛇
行は激しくない、静かに散策などを楽しむことができる空間
静 ゆ 散策などを楽 が き 空

低水路の蛇行が激しい、水衝部と水裏部とが明確であり、砂州が
形成されやすく、川のダイナミズムを感じることができる空間

平常時（ほぼ通年）における平均水深は1.5m程度、低水路の蛇
行は激しくない、静かに散策などを楽しむことができる空間
静 散策 ど 楽 が 空

低水路の蛇行が激しい、水衝部と水裏部とが明確であり、砂州が
形成されやすく、川のダイナミズムを感じることができる空間

河川敷にはオギ群落等の草本系植物が比較的多い

住宅地域

歴史・文化を感じる憩いの水
辺ゾーン

水際には湿地性植物などが生育

四季を楽しむふれあいゾーン

歴史・文化を感じる憩いの水辺ゾーン

左岸（南）

右岸（北）

左岸（南）
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水辺の体験ゾーン
左岸（南）

●整備コンセプト

足羽川在来の身近な自然や貴重な生態系を保全するとともに、足
羽川の四季折々の景観にふれあい楽しみながら、人々の出会い・
ふれあいを演出するゾーンであり、環境と利用が調和した、市街
地と河川空間が一体となった人と自然にやさしい整備を行う。

四季を楽しむふれあいゾーン四季を楽しむふれあいゾーン

((33))拠点施設の整備概要拠点施設の整備概要

展望公園
（鴨渡公園）

横断方向整備
イメージ
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（主要な拠点施設の整備案）（主要な拠点施設の整備案）

日野川合流点～花月橋（2.7k付近）日野川合流点～花月橋（2.7k付近）

主な利用形態主な利用形態 眺める・遊ぶ・憩う・集う・触れ合い眺める・遊ぶ・憩う・集う・触れ合い

水越橋上流左岸 鴨渡公園

展望公園イメージ

●展望公園（市街地との一帯化）

鴨渡公園と隣接す空間を堤防と一体となった
展望公園整備する案。住居地域から河川へ
と連続する公園を整備する案 。

四季を楽しむふれあいゾーン四季を楽しむふれあいゾーン

（その他の整備案）（その他の整備案）

●花月橋等 橋詰め眺望スペース

• 橋詰めのもつ特性、すぐれた
眺望性を活 かし、橋上バルコ
ニーや橋詰め広場。

• 足羽山を借景とした川の眺望
景観を楽しむ場として、花月橋、
新明里橋の右岸側などが考え
られる。

都会的な広場として整備された橋詰め空間
（広島市・元安川 平和大橋）
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歴史・文化を感じる憩いの水辺ゾーン歴史・文化を感じる憩いの水辺ゾーン

●整備コンセプト

城下町として始まり、近代都市へと発展してき
た福井の歴史・文化と接し、憩い魅力ある散
策路を花と水の流れの回廊として紡ぐゾーン
であり、憩い・賑わいを演出した整備を行う。

石垣護岸

ミニイベント広場

横断方向整備
イメージ

足羽山との連携

花月橋（2.7k付近）～JR北陸本線橋（4.2k付近）花月橋（2.7k付近）～JR北陸本線橋（4.2k付近）

主な利用形態主な利用形態 眺める・憩う・遊ぶ・体験する（舟運・水辺に近づく）・飲食する眺める・憩う・遊ぶ・体験する（舟運・水辺に近づく）・飲食する

●イベント利用を兼ねたオープンスペース

花月橋～九十九橋上流の区間をイベント利用を兼ねたオープンスペー
スとして整備。九十九橋上流左岸の船着場周辺の高水敷にイベント利
用や遊技広場等のミニイベント広場として利用することも考えられる。

ミニイベント広場イメージ

歴史・文化を育む水辺ゾーン歴史・文化を育む水辺ゾーン

（主要な拠点施設の整備案）（主要な拠点施設の整備案）
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●歴史サインの設置

足羽川と人々の関わりなど歴史サイン
を設置し、歴史のみちと連携する散策空
間づくり。二次元コードを利用した情報
提供。

江戸時代、九十九橋
左岸上下流に広がる
桃畠（福井藩十二ヶ月
年中行事絵巻）

江戸時代、九十九橋
左岸上下流に広が
る桃畠（福井市「春
獄公記念文庫」蔵）

※携帯ｗｅｂサイト立ち上げ・管理が前提

（その他の整備案）（その他の整備案）

ＱＲコードか
ら利用者が関
連する情報
（施設、地域
など）を閲覧。

●足羽川石垣護岸の復元

福井城外堀、石垣護岸を復元。右岸の護岸を
石垣風に修景改良。

明治後期ころの足羽川護岸

出典：坪田仁兵衛家「絵はがき」、
福井県文書館所蔵
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足羽川の桜ライトアップ
出典：福井市観光協会

●桜堤ライトアップ

足羽川の桜堤を楽しむ工夫として、間接照明を利用した夜桜の演出。
防犯の役割を兼ねる。

●足羽山公園との連携

沿川市街地と一体となった足羽川の水辺空
間整備に伴う足羽山公園との連携
→観光資源、地域振興

①足羽川と足羽山を結ぶ桜並木の整備

②足羽山公園の利用推進

「桜の名所100選」（日本さくらの会）では足羽
山と足羽川の桜がセット。
足羽川と足羽山を桜並木で結ぶ 。

→観光名所としての価値を高める。

既存の公園の利用推進を図る。
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水辺の体験ゾーン水辺の体験ゾーン ●整備コンセプト

自然とふれあい、水辺体験を目的としたレクリエーション活動の場とし
て、自由に遊んだり、憩い・癒しの場として利用されるゾーンであり、水
辺体験・親水性に配慮した整備を行う。

芝生 自由広場

花火打ち上げ

ワンド 横断方向整備
イメージ

JR北陸本線橋（4.2k付近）～板垣橋JR北陸本線橋（4.2k付近）～板垣橋

主な利用形態主な利用形態 水辺体験（カヌー・水辺に近づく）・遊ぶ・憩う・運動する水辺体験（カヌー・水辺に近づく）・遊ぶ・憩う・運動する

●ワンド（止水域）

木田橋上流の水制に土砂が自然
に堆積してワンド化。水辺体験を
目的としてレクリエーション活動、
学習の場としての活用。

●芝生自由広場

スポーツ、レクリエーションを行う場とし
て、また、花火大会の観覧場所としての
利用を図る。

水制ワンド イメージ

水辺の体験ゾーン水辺の体験ゾーン

（主要な拠点施設の整備案）（主要な拠点施設の整備案）

芝生自由広場イメージ
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○カヌー活動拠点整備の可能性（板垣橋右岸付近）

スロープ例

ふくい車椅子カヌークラブHP

•現在福井大学カヌー部と福
井県車椅子カヌークラブ等に
より年3回、足羽川でのカヌー
イベントが実施されている。

（その他の整備案）（その他の整備案）

※各種団体による設置、運営・管理のもとに占用が可能な利用。

【実現方策のための基本的考え方】

●●河川環境整備の実現方策河川環境整備の実現方策

①事業分担

施設整備の事業分担は河川管理施設と公園整備施設に大別。

治水・利水・環境上の河川管理施設：河川管理者（福井県）
（護岸、ワンド、堤防側帯、スロープなど）

河川占用施設、緑地公園施設等：福井市

激特事業期間（5年）、中期計画（10年以内）、長期計画として着実に進めて
いく。

（公園施設、ベンチなど）

②スケジュール

整備後の施設の維持管理は県、市、そして市民・各種団体による協働による維持管
理システムの構築が必要。

③維持管理

（桜堤の保全、ごみ清掃等）

【推進体制】
施設整備の具現化とその利用推進は地域のサポート体制の充実が必至。学識経験
者・市民・各種団体・市・県と具体的に調整・協議し、維持管理体制を構築。


